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募
集
し
審
査
す
る
。
森
脇
さ

ん
は
、
冬
道
の
運
転
は
路
面

が
濡ぬ

れ
て
い
る
の
か
凍
っ
て

い
る
の
か
分
か
ら
ず
、
場
所

に
よ
っ
て
積
雪
量
も
異
な
る

た
め
、
危
険
性
が
高
ま
る
と

考
え
た
。
こ
う
し
た
状
況
を

解
決
す
る
方
法
と
し
て
、
路

面
状
態
が
自
動
的
に
わ
か
る

シ
ス
テ
ム
を
、
自
ら
が
作
製

し
た
ポ
ス
タ
ー
を
使
い
ア
ピ

ー
ル
し
た
。

　「
毎
日
、
仙
台
市
か
ら
自

動
車
通
学
し
て
お
り
、
日
ご

ろ
か
ら
こ
の
よ
う
な
装
置
が

あ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い

た
こ
と
を
発
表
し
た
。
今
後

車
技
術
、
省
エ
ネ
、
環
境
、

交
通
シ
ス
テ
ム
、
安
全
面
な

ど
の
独
創
的
な
ア
イ
デ
ア
を

グ
ル
ス
１
軍
公
式
戦
が
行
わ

れ
た
楽
天
生
命
パ
ー
ク
宮
城

（
仙
台
市
）
で
販
売
さ
れ
、

計
１
２
０
０
パ
ッ
ク
を
完
売

し
た
。

　
こ
め
ぼ
こ
は
石
巻
北
高
校

の
生
徒
が
収
穫
し
た
ひ
と
め

ぼ
れ
を
米
粉
に
し
、
宮
城
県

水
産
高
校
の
生
徒
が
魚
の
す

り
身
に
練
り
込
ん
で
誕
生
さ

せ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
揚
げ
か

ま
ぼ
こ
。
高
大
産
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
昨
年
か

ら
楽
天
野
球
団
と
連
携
協
定

を
結
び
、
新
た
な
ご
当
地
名

物
の
誕
生
を
目
指
す
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
２
年
目
の
今
年
は
、
保
存

料
や
着
色
料
・
人
工
甘
味
料

な
ど
を
使
わ
な
い
無
添
加
の

練
り
物
作
り
に
こ
だ
わ
る
高

橋
徳
治
商
店
（
宮
城
県
東
松

島
市
）
が
協
力
企
業
と
な

り
、
プ
レ
ー
ン
タ
イ
プ
の
ほ

か
具
材
入
り
も
開
発
。
野
菜

や
海
藻
な
ど
数
種
類
を
試
作

し
た
中
か
ら
、
今
回
は
北
海

道
産
コ
ー
ン
を
使
用
し
た
コ

　
経
営
学
部
・
益
満
環
ゼ
ミ

で
は
学
生
の
視
点
で
、
石
巻

市
牡
鹿
半
島
沖
に
あ
る
網あ

地じ

島し
ま

に
観
光
客
を
呼
び
込
む
た

め
、
情
報
通
信
技
術
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
研
究
・

考
察
し
て
い
る
。
４
年
次

生
は
昨
年
、
石
巻
市
の
オ

ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
「
網
地
島
ポ
ー
タ
ル
サ

イ

ト

」（https://ritou-

miyagi.jp

）
の
作
成
に
取

り
組
み
、
今
年
４
月
か
ら
公
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本年４月、
創立 30 年を
迎えました

　
経
営
学
部
・

舛
井
道
晴
ゼ
ミ

は

昨

年

か

ら

「
Ｄ
ａ
ｔ
ｅ
　
ｆ
ｍ
」（
エ

フ
エ
ム
仙
台
）
の
ラ
ジ
オ
番

組
「
Ｈ
ｏ
ｐ
ｅ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　

Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｇ
Ｉ
」（
毎
週
月

曜
日
12
時
〜
12
時
25
分
）
の

制
作
を
手
が
け
て
い
る
。
取

材
、
編
集
に
携
わ
っ
た
の
は

同
ゼ
ミ
の
「
メ
デ
ィ
ア
コ
ン

テ
ン
ツ
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
所
属
す
る
２
年
次
生

の
渡
辺
満
帆
さ
ん
（
岩
手
県

大
東
高
）、
木
村
真
陸
さ
ん

（
山
形
県
山
形
工
高
）、
佐

藤
優
輔
さ
ん
（
宮
城
県
佐
沼

高
）
の
３
人
。
今
年
度
は

「
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
に
よ
る

地
域
情
報
の
発
信
と
地
域
活

性
化
」
を
テ
ー
マ
に
３
回
の

放
送
を
担
当
す
る
。

　
５
月
25
日
、
石
巻
駅
近
く

の
立
町
商
店
街
に
あ
る
こ
け

し
工
房
「
Ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
　
Ｔ
ｒ

ｅ
ｅ
　
Ｉ
ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｏ
ｍ
ａ

ｋ
ｉ
」
を
取
材
。
店
主
の
林

貴
俊
さ
ん
に
話
を
聞
く
と
と

も
に
、
新
た
な
名
産
品
と
し

て
売
り
出
し
中
の
石
巻
こ
け

し
の
絵
付
け
を
行
っ
た
。

　
高
校
の
文
化
祭
で
動
画
制

作
を
し
た
こ
と
か
ら
メ
デ
ィ

ア
コ
ン
テ
ン
ツ
に
興
味
を
も

っ
た
と
い
う
佐
藤
さ
ん
は

「
石
巻
こ
け
し
に
か
け
る
店

主
の
情
熱
に
ひ
か
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま

な
企
業
と
連
携
し
作
品
を
作

っ
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
的

だ
。
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る

舛
井
准
教
授
は
「
限
ら
れ
た

時
間
と
情
報
の
中
で
リ
ス
ナ

ー
の
心
に
響
く
こ
と
は
何
か

を
考
え
、
発
信
す
る
感
性
が

大
切
だ
」
と
話
す
。

　
初
回
は
７
月
30
日
に
オ
ン

エ
ア
さ
れ
る
。

石
巻
の
魅
力
伝
え
る

ラ
ジ
オ
番
組
を
制
作

経営・舛井ゼミ

林
さ
ん
（
中
央
）
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
収
録
す
る
ゼ
ミ
生

経営・益満ゼミ 網地島紹介
サイト作成

観
光
客
の
誘
致
目
指
す

インスタ映えする場所を探索する

２年次生＝６月９日

開
し
て
い
る
。

　
昨
年
の
夏
、
現
４
年
次
生

が
フ
ェ
リ
ー
で
網
地
島
に
渡

り
、
歩
い
て
島
の
魅
力
を
発

掘
し
た
。
サ
イ
ト
に
は
島
の

「
文
化
・
歴
史
情
報
」「
イ

ベ
ン
ト
情
報
」「
船
便
、
島

内
の
バ
ス
情
報
」「
宿
泊
施

設
」な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
佐
藤
恭
平
さ
ん
（
経
営
４

・
岩
手
県
一
関
第
二
高
）
は

「
徒
歩
で
の
調
査
は
き
つ
か

っ
た
が
、
歩
か
な
け
れ
ば
気

が
つ
か
な
い
魅
力
が
数
多
く

あ
っ
た
。
島
の
各
所
に
あ
る

海
を
一
望
で
き
る
絶
景
ス
ポ

ッ
ト
か
ら
、
透
き
通
る
美
し

い
海
の
色
を
見
て
ほ
し
い
」

と
話
し
た
。

　
６
月
９
日
に
は
２
年
次
生

６
人
が
内
容
更
新
の
た
め
、

同
島
に
渡
り
探
索
を
行
っ

た
。
今
回
新
た
に
イ
ン
ス
タ

映
え
す
る
ス
ポ
ッ
ト
、
釣
り

情
報
、
島
内
の
バ
ス
運
行
時

間
や
食
事
処
、
自
動
販
売
機

の
場
所
な
ど
最
新
情
報
を
写

真
と
と
も
に
集
め
た
。

　
佐
藤
亮
輔
さ
ん
（
経
営
２

・
秋
田
県
大
曲
高
）
は
「
下

調
べ
を
し
っ
か
り
し
て
調
査

に
臨
ん
だ
。
島
が
広
く
て
計

画
通
り
に
は
い
か
な
い
部
分

も
あ
っ
た
が
、
初
め
て
来
る

こ
め
ぼ
こ

第
２
弾

楽
天
公
式
戦
で
完
売

　
経
営
学
部
の
杉
田
博
ゼ
ミ

が
商
品
化
に
協
力
し
た
揚
げ

か
ま
ぼ
こ
「
こ
め
ぼ
こ
」
第

２
弾
が
７
月
７
、
８
の
２
日

間
、
プ
ロ
野
球
の
楽
天
イ
ー

　
理
工
学
部
食
環
境
学
科
の

１
年
次
生
を
対
象
と
し
た

「
食
環
境
学
実
習
Ⅰ
」
の
野

外
実
習
が
６
月
16
日
、
石
巻

市
の
万ま

ん

石ご
く

浦う
ら

で
行
わ
れ
た
。

参
加
し
た
約
20
人
は
、
玉
置

仁
教
授
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
東
日
本
大
震
災
の
被
害

を
受
け
た
か
つ
て
干
潟
だ
っ

た
場
所
と
、
震
災
後
に
造
成

さ
れ
た
人
工
干
潟
の
生
物
相

と
環
境
の
違
い
を
観
察
。
２

カ
所
を
比
較
し
、
ア
サ
リ
を

は
じ
め
と
し
た
生
物
の
生
育

環
境
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
環
境
保
全
の

重
要
性
を
学
ん
だ
。

　
加
藤
清さ

や

か楓
さ
ん
（
岩
手
県

金
ケ
崎
高
）
は
「
人
工
干
潟

で
ア
サ
リ
な
ど
の
生
物
が
た

く
さ
ん
確
認
で
き
、
震
災
以

降
、
人
の
手
で
生
物
の
生
息

で
き
る
環
境
が
整
え
ら
れ
た

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
後
は
環
境
保
全
の
観

点
か
ら
、
海
と
植
物
の
関
係

に
つ
い
て
深
く
学
ん
で
い
き

た
い
」
と
語
っ
た
。

　
藤
本
凜
さ
ん
（
福
島
県
会

津
学
鳳
高
）
は
「
自
然
環
境

に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
今

回
の
実
習
は
楽
し
み
だ
っ

た
。
初
め
て
見
た
人
工
干
潟

に
驚
い
た
。
生
態
系
を
豊
か

に
す
る
環
境
や
方
法
に
つ
い

て
学
び
た
い
と
考
え
て
お

り
、
得
る
も
の
が
多
い
実
習

だ
っ
た
」
と
話
し
た
。

食環境学実習 干潟の生態調査

人工干潟で生物を調査する藤本さん（左）

自
動
車
技
術
ア
イ
デ
ア
コ
ン

森
脇
さ
ん
が
優
秀
賞

ー
ン
入
り
と
プ
レ
ー
ン
が
３

個
ず
つ
入
っ
た
６
個
入
り

（
税
込
み
４
０
０
円
）
を
販

売
し
た
。

　
当
日
は
ゼ
ミ
生
と
石
巻
北

高
校
、
宮
城
県
水
産
高
校
の

生
徒
た
ち
が
、
ブ
ー
ス
で
の

販
売
と
球
場
内
の
宣
伝
を
分

担
。
試
合
前
に
は
球
場
内
の

オ
ー
ロ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
で
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
た
。

　
三
浦
雅
章
さ
ん
（
経
営
２

・
岩
手
県
水
沢
工
高
）
は

「
多
く
の
方
に
商
品
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

た
く
さ
ん
の
人
に
声
を
掛
け

て
も
ら
い
、
先
輩
た
ち
が
昨

年
か
ら
積
み
重
ね
て
き
た
こ

と
が
結
実
し
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
た
」。
日
野
将
秀
さ

ん
（
経
営
２
・
宮
城
県
田
尻

さ
く
ら
高
）
は
「
完
売
で
き

て
う
れ
し
い
。
今
度
は
違
う

商
品
開
発
に
携
わ
り
、
こ
め

ぼ
こ
の
よ
う
に
広
め
て
い
き

た
い
」
と
話
し
た
。

方
に
も
役
立
つ
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
」。
鈴
木
漣

さ
ん
（
経
営
２
・
宮
城
県
名

取
高
）
は
「
島
の
き
れ
い
な

海
に
感
激
し
た
。
今
後
も
島

の
魅
力
を
探
り
、
多
く
の
人

に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
話

す
。

　「
み
や
ぎ
県
民
大
学
　
石

巻
専
修
大
学
開
放
講
座
」
が

６
月
28
日
か
ら
本
学
で
開
講

さ
れ
て
い
る
（
７
月
19
日
ま

で
、
全
４
回
）。
今
年
度
は

「
あ
な
た
の
知
ら
な
い
シ
カ

・
ク
マ
の
世
界
」
を
テ
ー
マ

に
土
屋
剛
理
工
学
部
客
員
教

授
が
講
演
。
地
域
の
方
々
や

学
生
が
聴
講
し
、
シ
カ
と
ク

マ
の
生
態
を
通
し
て
、
人
と

野
生
動
物
の
共
生
に
つ
い
て

学
ん
で
い
る
。

　
土
屋
客
員
教
授
の
研
究
分

野
は
動
物
比
較
形
態
学
。
近

年
は
、
牡
鹿
半
島
で
ニ
ホ
ン

ジ
カ
の
生
息
数
な
ど
を
調
査

し
て
き
た
。
初
回
と
第
２
回

（
７
月
５
日
）
は
シ
カ
を
取

り
上
げ
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
基

に
生
息
数
の
増
加
を
指
摘
。

増
え
す
ぎ
た
シ
カ
が
生
活
環

境
や
自
然
環
境
に
与
え
る
影

響
を
解
説
し
た
。

「
開
放
講
座
」を
開
催

は
こ
の
ア
イ
デ
ア
が
ど
こ
ま

で
実
用
化
で
き
る
か
を
検
討

し
て
い
き
た
い
」と
話
し
た
。

賞状を持つ森脇さん。右がアイデアを

まとめたポスター

　
学
生
が
自
動
車
に
関
す
る

新
技
術
を
提
案
す
る
「
第
28

回
自
動
車
技
術
独
創
ア
イ
デ

ア
コ
ン
テ
ス
ト
」（
主
催
‥

公
益
社
団
法
人
自
動
車
技
術

会
東
北
支
部
学
生
自
動
車
研

究
会
）
の
高
専
・
大
学
の
部

で
、
理
工
学
部
機
械
工
学
科

自
動
車
工
学
コ
ー
ス
３
年
次

の
森
脇
丞

た
す
く

さ
ん
（
宮
城
県
工

業
高
）が「
路
面
状
況
の
自
動

把
握
と
応
用
」
で
優
秀
賞
を

受
賞
。
６
月
９
日
、
宮
城
ト

ヨ
タ
自
動
車
本
社
（
仙
台

市
）で
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
自
動

笑顔で販売するゼミ生たち＝７月７日
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